
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
基
づ

い
て
避
難
誘
導
や
情
報
収
集
・

伝
達
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
迅

速
か
つ
的
確
な
対
応
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
自
主
的

な
防
災
活
動
に
取
り
組
む
地
域

に
対
し
、
舞
鶴
市
で
は
、
次
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

訓
練
計
画
の
作
成
サ
ポ
ー
ト

● 

避
難
訓
練
や
救
出
救
護
訓
練

の
支
援

● 

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
● 

地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
防

災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
支

援
　「
自
分
の
地
域
で
は
何
が
で

き
る
の
か
」「
何
か
ら
始
め
て

い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
お
悩

み
で
し
た
ら
、
ま
ず
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
今
か
ら
で
き
る

防
災
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
危
機
管
理
・

防
災
課
（
☎
66
・
１
０
８
９
）、

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
66
・
１

１
９
１
）

災
害
が
発
生
し
て
も
焦
ら
な
い

　
災
害
が
発
生
す
る
と
、
パ

ニ
ッ
ク
に
な
り
、
冷
静
に
行
動

が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
持
っ

て
い
く
も
の
や
、
避
難
す
る
経

路
・
場
所
を
把
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
舞
鶴
市
で
は
、
自
主

避
難
所
や
拠
点
避
難
所
な
ど
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

　
こ
の
ほ
か
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
域
に
ど
の
よ
う
な
災
害

リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
事
前
に
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

今
か
ら
で
き
る
こ
と

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
何
よ

り
も
重
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り

が
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
、
地

域
全
体
で
協
力
し
て
自
主
防
災

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
被
害
の

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
発

生
時
に
住
民
が
主
体
と
な
り
、

す
。「
警
戒
レ
ベ
ル
３
」
以
上

の
発
令
時
は
、
次
の
方
法
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

防
災
行
政
無
線

● 

ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

　
ビ
ス

● 

ラ
ジ
オ
（
Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
）

● 

テ
レ
ビ
の
d
ボ
タ
ン

災
害
情
報
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
す
る

　
舞
鶴
市
で
は
、
災
害
情
報
や

防
災
情
報
を
警
戒
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
特

に
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
に
な
る
と

「
高
齢
者
等
避
難
」
と
な
り
、

避
難
に
時
間
の
か
か
る
高
齢
者

な
ど
は
避
難
を
開
始
し
、
そ
の

ほ
か
の
人
た
ち
も
避
難
の
準
備

を
行
い
、
早
め
早
め
に
行
動
し

ま
し
ょ
う
。
災
害
時
に
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
防
災

ア
プ
リ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

　
い
よ
い
よ
出
水
期
を
迎
え
ま
す
。
令
和
５
年
８
月
に
舞
鶴
市
を
襲
っ
た
台
風

７
号
は
、
床
上
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

全
国
で
は
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
、
そ
し
て
今
年
も
各
地
で
林
野
火
災
が
発

生
す
る
な
ど
、
自
然
の
脅
威
は
決
し
て
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
ま
さ
か
、
私
の
地
域
に
限
っ
て
」「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い
う
油
断
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
大
き
な
代
償
を
払
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
特
に
近
年
、

頻
発
し
て
い
る
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
も
災
害
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
出
水
期
を
迎
え
る
今
こ
そ
、
私
た
ち
は
過
去
の
災
害
か
ら
学
び
「
い
つ
」「
ど

こ
で
」「
何
が
」
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
未
来
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

災
害
を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
考
え
、
大
切
な
家
族
や
地
域
を
守
る
た
め
に
、

今
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　《
危
機
管
理
・
防
災
課
、
消
防
本
部
予
防
課
》

「備えて地域を強く」が
　　　　　　      合言葉!　大雨による家屋などへの浸水被害を軽減する

ため、市民の皆さんに災害用土のうを提供しま
す。詳しくは、市ホームページで確
認を。右コードからアクセス可。

11月30日㈰まで（加佐公民館は10月31日㈮まで）

●大浦地区…平ちびっこ広場（旧平小学校跡地）
●東・中地区…土木管理センター（市場地内）
●西地区…西舞鶴駅東口駐車場　
●加佐地区…加佐公民館
　　　　  市内在住の人（事業所は除く）
　　　　  土のう（1袋約10㌔）
　　　　  設置場所から、必要数を持ち帰る。
不足している場合は、各自で備え付けの土の
う袋、スコップで土のうを作り持ち帰る
　　　　　　土木課（☎66・1053）

　舞鶴市に、市内最年少の防災士が誕生します。
大切なのは、災害が発生した「後」ではなく「今」。
私たち一人ひとりが防災への意識を高め、行動に
移すことです。
　今回、小学3年生で防災士の資格取得試験に合
格した田中さんに、その思いと、私たちが今日か
らできる備えについて聞きました。

　自主防災について考え始めたのは、大阪の親戚
の家で令和6年能登半島地震を経験したことが
きっかけでした。突然の揺れで、怖くてパニック
になったことから「自分を守れるようになりたい」
と思い、防災士養成講座を受けました。試験に向
けた勉強では分からない言葉が多かったけれど、
家族や先生に応援してもらい頑張ることができま
した。いろいろな知識を身に付けたことで、地震
や台風などの災害が起こった時はどうすればいい
のか、テレビで放送されていることがどういう意
味なのかが、分かるようになりました。今では、
災害発生時の避難先や避難経路
を 家族と一緒に決めています。
皆さんも災害が発生した時は慌
て ず「自 分 の 命 は 自 分 で 守 る」
ための行動を取ってほしいです。

田中 奈桜 さん

防災アプリダウンロードは
こちらから

開設期間

設置場所

対 　 象
提 供 物
提供方法

問い合わせ先 命
の
危
険
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
身
を
守
る

最
善
の
方
法
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

速
や
か
に
安
全
な
場
所
へ
全
員
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

雨
の
降
り
方
な
ど
に
注
意
し
、

気
象
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
に
時
間
の
か
か
る
高
齢
者
な
ど
は

避
難
を
開
始
し
、
そ
の
ほ
か
の
人
た
ち

は
避
難
の
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

55
44 33

1・21・2

警戒レベル警戒レベル

警戒レベル警戒レベル

警戒レベル警戒レベル

警戒レベル警戒レベル

キッズ防災士誕生へ 災害用 土のうを
提供 集特/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

支
援
内
容

緊急安全
確保

避難指示

高齢者等
避難

新舞鶴小学校4年

45 2025広報まいづる 6月号




